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当日の様子 

     

     

第１回 
日時：令和３年 11 月 21 日（日）18:30～21:00 

場所：川柳文化センター体育室 
参加者数：２７名 

コミュニティのミライを考える 

当日のプログラム 

１．開催にあたって 

２．意見交換  

 ワークショップ①：まちの活動や取り組みを知ろう 

 ワークショップ②：地区の特徴を共有しよう 

ワークショップ③：こんなまちになったらいいな 

３．検討結果の発表 

４．閉会・次回のご案内 
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ワークショップ①：まちの活動や取り組みを知ろう の記録 

ワークショップ①では、日常生活や地域活動などでよく使う場所と利用の目的について、地図を見ながら意見を出し合いました。 

    

 ■地域の活動・活動の場所  

①川柳文化センター 

②柿木公民館 

③青柳志茂会館 

④川柳小学校 

⑤青柳小学校 

⑥青柳中学校 

⑦草加高校 

⑧親子の広場のびーすく（青柳シティプラザ内） 

⑨草加市総合福祉センター であいの森 

⑩そよかぜの森 

⑪つばさの森、ひまわりの郷 

⑫松楽苑 

 ■みどりの空間・公園  

①そうか公園 

②葛西用水 

③八条用水 

④青柳東公園 

⑤青柳公園 

⑥青柳根郷ゲートボール場 

⑦市民温水プール 

⑧農地 

⑨中川及びその周辺 

 ■よく利用する生活施設や歴史・文化施設等  

■買い物で利用する場所 

➀青柳シティプラザ  ②ベルクス青柳店       

➂まるそう一福    ④セキ薬品           

⑤ABS ストア【地区外】 

■歴史・文化施設等 

⑥久伊豆神社     ⑦青木神社 
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 ■地域の活動・活動の場所  

①川柳文化センター 

・行政機能の支所として利用 

・各団体による会議を開催 

（町会、町会連合会川柳ブロック、 

川柳地区社協・ゴミ協の会議等） 

・子ども食堂を開催 

・青柳子ども会の活動場所 

（体育室でゲーム、調理室で料理教室） 

・小学生の部活動利用、バレーボール 

・図書館の本の返却 

・ボーイスカウトで利用 

（周辺散策、体育館で運動、調理室で料理、 

工作、学習） 

・介護予防普及啓発事業として 

はつらつバルーン体操教室をほぼ毎月開催 

②柿木公民館 

・住民票、印鑑証明、住民サービスの利用 

・各種会議を開催 

・ボーイスカウトで利用 

（体育館で運動、調理室で料理、工作、学習） 

・生涯学習の拠点 

・未就学、未就園児の子どもクラブ活動 

・お祭りを開催 

③青柳志茂会館 

・町会活動の拠点として利用 

④川柳小学校 

・１年生と３年生の交通安全教室 

・避難所運営訓練を開催 

・消防団の小屋がある 

 ■よく利用する生活施設や歴史・文化施設等  

■買い物で利用する場所 

➀青柳シティプラザ       ②ベルクス青柳店       ➂まるそう一福 

④セキ薬品           ⑤ABS ストア【地区外】 

■歴史・文化施設等 

⑥久伊豆神社          ⑦青木神社 

 ■みどりの空間・公園  

①そうか公園 

・各種運動の場（散歩、グランドゴルフ、テニス教室、子どもとの遊び…） 

・地域のイベントを開催（花火大会･盆踊り） 

・ボーイスカウトの集会（自然観察、運動、キャンプ、野外炊飯、市の野外

活動体験等） 

・老人会でウォーキング 

・カフェ「にんじん」でおしゃべり 

・グランドゴルフ場、テニスコート、ドッグランがある 

・八条用水が流れている 

・桜並木がきれい 

②葛西用水 

・桜並木の草刈りと植栽 

・川の清掃（年に２回ほど） 

・ウォーキングや犬の散歩、釣り 

③八条用水 

・ウォーキングや犬の散歩 

④青柳東公園 

・町会活動や防災活動に利用 

⑤青柳公園 

・町会で植物を植える活動 

⑥青柳根郷ゲートボール場 

・すこやかクラブ、ゲートボール連合 

・市長杯（試合）を開催 

⑦市民温水プール 

・スイミング 

⑧農地 

・畑作業 

・野まわり（田んぼの通水状況、不法投棄の見回り） 

・散歩 

⑨中川及びその周辺 

・ボーイスカウトの野営場を利用 

⑤青柳小学校 

・志茂まつりなどの地域イベントを開催 

・志茂町会で毎月古紙を回収（学校周辺） 

・ナイターでグランドゴルフの練習 

⑥青柳中学校 

・避難所運営訓練 

⑦草加高校 

・PTA活動 

⑧親子の広場のびーすく（青柳シティプラザ内） 

・子どもと遊んでもらう。相談に乗ってもらう。 

⑨草加市総合福祉センター であいの森 

・高齢者福祉センター 

（カラオケ、風呂、フレイル予防、すこやかクラブ） 

・であいの森で高年者のふれあい 

・フレイル予防講座 

（誰でも参加可能、第二水曜、13:00-14:00） 

・ダンス教室 

・ストレッチ体操（週３回） 

⑩そよかぜの森 

・社会福祉事業団による活動 

⑪つばさの森、ひまわりの郷 

・地域福祉の相談 

⑫松楽苑 
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ワークショップ②：地区の特徴を共有しよう の記録   

ワークショップ②では、『地区の良いところ・魅力』、『改善したいところ・課題』について、意見を出し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まちの住民やコミュニティの特徴    地区の特徴や魅力・良いところ●  ／  地区の課題・今後必要なこと▲ 

■若い世代 

▲青年会の後継者がいない。 

▲農業の後継者が不足している。 

▲ボーイスカウトの人口が、存続に関わるレベルで減少していている。 

▲世代を超えた地域連携が求められる。若者が求めるものを知りたい。 

■高年者 

●ご近所さんや知り合いに買い物を頼むことができる。 

▲高齢化が進んでいる。 

▲高齢の一人暮らしが増えている。 

▲見守り活動を担う町会メンバーの老齢化が課題。 

▲男性の高年者が活躍できる場所があるとよい。 

▲高年者と若い世帯が交流できる場所があるとよい。 

■子ども・子育て 

●学校が多く、学生が多く行き交う。 

●子どもの人数が少ない分、子ども同士や保護者間で濃い付き合いができる。 

●子ども会、地域のイベント、祭り、みこし、花火大会、町会、すこやかクラブなどの活動がある。 

●町会では、青柳小学校の登下校時の安全対策として、見守り活動を行っている。 

●そうか公園は遊具が増えてきて子どもが遊びやすくなってきた。 

▲子どもを遊ばせられる施設が少なく、あったとしても新しく転入してきた人は利用しづらい。 

イベント時にのみ参加する。 

▲子育て関連の拠点施設が少ない。 

▲無料の児童館がほしい。 

▲子育て施設を始め、駐車場が無い施設が多く使いにくい印象。 

▲自転車が侵入できる公園や広場が無く、子どもの自転車の練習もできない。 

▲ボール遊びができる場所が無く、小さい子どものちょっとしたボール遊びも注意される。 

▲子どもたちが体を使って遊べる公園、アスレチックがほしい。 

▲青柳小学校、川柳中学校は、耐震補強は施されているが校舎が古く、心理的にマイナスの影響を与える。 

いじめや治安にも関係しているかもしれない。 

▲柿木から小学校までが遠い。 

■地域のつながりやコミュニティ活動 

●地域の団結力がある。 

●地域のつながりが残っている。人情味が強い。 

●人づきあいが良い。知り合いが多い。 

●住んでいる方のコミュニティが盛ん。 

●顔見知りが多く、安心して生活できる。 

●人がやさしい。 

●意見が多く出て楽しい。 

●ぶつかり合うこともあるが、率直に意見を交わすことができ、議論できる場が多い。 

●柿木は一昔前の町と感じる、まったりとしていてとても温かい場所。 

●野菜づくりの情報交換ができる。 

●声をかけると毎回数人は町会に入ってくれることもある。 

▲既存のコミュニティが成熟しており繋がりが深いため、新しく来た人が輪の中に入りにくい。 

▲新しく来た人にも町会への参加を募集しているが、なかなか入ってくれない。 

▲新しく暮らし始めた住民には、地域コミュニティが見えにくいため、情報発信に力を入れる必要がある。 

▲以前より近隣のコミュニケーションが少なくなってきた。 

▲まち全体の活気が少し足りない気がする。 

▲地域開発等、住民が色々な意味で待ちの姿勢。 

▲農業の同業者が少ない。 
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まちの空間的な特徴    地区の特徴や魅力・良いところ●  ／  地区の課題・今後必要なこと▲ 

■生活の利便性について 

●青柳５丁目にはスーパーが充実している。 

●そうか公園にあるカフェレストラン『にんじん』に人が多く集まる。 

●個人商店がある。／レイクタウンが近い。 

●車利用者には住みやすい。 

▲青柳中学校周辺は買い物に不便さを感じる。 

▲買い物するのに不便である。特に青柳２、３、６丁目周辺。 

▲地区の南部はお店がないため、高年者は買い物などが大変である。 

▲買い物をする場所が少し遠く、買い物難民のリスクがある。 

▲スーパーなど、徒歩で買い物できるところが少ない。 

▲柿木・青柳に飲食店や居酒屋、商店が少ない。 

▲座って話せるような飲食店がない。／お茶するところが欲しい。 

▲地域の人が気軽に集えるカフェがあるとよい。 

▲おしゃれなカフェなど、ママ同士で交流できる場が欲しい。 

▲駅が少し遠い。 

■居住環境について 

（住宅地の環境） 

●車通りも少なく、静かな環境が良い。 

●田園風景や、閑静な住環境が良い。 

●視界を遮るような高い建物が少なく、低層の住宅地であり眺望が良い。 

●静かで暮らしやすい。／隣家が離れているため静かに暮らせる。 

▲庭に樹木を置かない住宅が多く、住宅地の緑が少なく寂しい。 

▲空き家が増加しているように感じる。 

▲スマート化・デジタル化の普及が遅れている。 

▲市街化調整区域では開発ができない。 

 

（防犯・防災） 

●治安が良い。 

●避難所運営委員会の役員の方の活動が活発である。 

●防災は問題なし。 

▲防犯面で子どもたちが不安を感じている。 

▲外環沿いは高いフェンスで囲われており、人目につかず犯罪が多い。 

▲避難時の道の狭さが気になる、安心した避難ができない。 

▲若い世代はあまり防災意識がない。／避難所が利用しにくい。 

▲防犯パトロールを週に一度実施しているものの、まだ弱いと感じる。 

▲防犯灯について、暗いと感じる箇所がある一方、農作物への影響や 

 害虫が集まることを考えると難しい。 

 

■資源や歴史・文化について 

（自然環境） 

●葛西用水は散歩によく使う。 

●用水路の整備が進み、きれいになってきた。 

●公園や自然があって良い。／生き物の生息を感じられる。 

●比較的、自然が多く残っている。／昔と変わらない自然。 

●柿木町は特に四季を感じることができる。 

●田んぼ、公園、用水など、四季を感じられる緑と水。 

●自然に関する多くの活動が行われている。 

▲用水路は人の手が加えられすぎて自然とはかけ離れていく。 

▲葛西用水は釣りや川遊びができず、子ども向けの場所ではない。 

▲以前はボーイスカウトや町会の行事でザリガニ釣りをしていたが、ザ

リガニが減り、今はできない。 

▲新たに増やすことは難しいが、今ある緑地は維持したい。 

▲古綾瀬川が時々臭うことがある。／田んぼに不法投棄がある。 

 

（公園） 

●草加市最大のそうか公園がある。／青柳東公園が近くにある。 

●そうか公園付近等、スポーツや福祉の拠点となる場所がある。 

●そうか公園は賑わいがある。（特に土日）／思いきりフリスビーができ、

子どもも大人ものびのびできる。 

▲そうか公園は日よけがない。／テニスコートの値段が少し高い。 

▲ボールを使用できる公園や広場がほしい。 

▲ボーイスカウト活動でテントを張れる場所が減っている。 

 

（歴史・文化） 

●川柳中学校、川柳小学校、お寺、神社等、伝統や文化がある。 

●神社やお寺が多い。／歴史を感じさせる神社、仏閣がある。 

●川柳中学校のイチョウの木がきれい。 

●歴史・文化が残っている。／花火大会がある。 

▲図書館が少ない。 

▲川柳文化センターの施設の老朽化が進んでいる。／国旗ポールがない。 

 

（景観） 

●柿木地区の農地の景観が良い。 

●そうか公園や葛西用水などの水と緑の景観が良い。 

 

（その他） 

●ボーイスカウト活動ができる用地が比較的多い。 

●将来のまちのデザインを描ける可能性がある。 

■道路・交通環境 

（公共交通網・交通利便性） 

●バスが２路線通っており便利。／パリポリくんバスが走っている。 

●川柳文化センターバス停は、利用者が多い。 

●地下鉄の構想があり、今後の発展が期待される。 

●東埼玉道路や外環など、車のアクセスが良い。 

●外環ができて、自動車利用の利便性が良くなっている。 

●東埼玉道路の上に高速道路が通ることが決まった。 

●高速道路が近いので旅行に便利。 

●中川沿いの曲がった道路が運転して楽しい。 

▲レイクタウンや八潮へ行く際の公共交通の利便性が低い。 

▲バスの利用が少ない地域があり、バスの便数が減っている。 

▲柿木地区はバスが少なく不便なエリアがある。 

▲市内までのバスルートしか無いため、レイクタウンまで伸ばすべき。 

▲パリポリくんバスが町内を走らない。 

▲パリポリくんバスの利用率を上げる必要がある。 

▲東埼玉道路など交通渋滞が多い。 

▲レイクタウンの影響で土日は渋滞が多い。 

▲花火大会後の帰りの車の問題がある。 

 

（道路の状況・自動車の利用） 

●葛西用水沿川の道路の整備が徐々に進んでいる。 

▲道幅が狭すぎるため、道路拡幅を進めたい。 

▲県道が 50km出せるため危険。／外環の交通量が多くなりすぎている。 

▲道路表示が消えている場所が多い。 

 

（歩行者環境・自転車の利用） 

●散歩しやすい道がある。 

▲歩道が確保されていない箇所がある。 

▲そうか公園通りは道幅が狭く歩行者や自転車が通りづらいため、 

道路拡幅により歩道を確保すべき。 

▲葛西用水沿川の道路が狭く、車がスピードを出して走行するため危険。 

ボーイスカウトのルートからも避けている。 

▲信号がない横断歩道では車が止まらない。横断歩道を渡るのが怖い。 

▲東埼玉道路が渡りづらい。 

▲夜道が暗い箇所がある。 

▲自転車のマナーが悪い。 
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ワークショップ③：こんなまちになったらいいな の記録 

ワークショップ③では、将来、草加川柳地区がどのようなまちになって欲しいかを考え、地区のミライの姿について、意見を出し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎見出しのテーマ以外で、関連があるテーマには、＋ がついています。 

移動・交通・歩行空間   みどり・景観    歴史・文化   生活環境   子ども・子育て   若者    高年者     交流・にぎわいづくり・活性化 

取り組みやアイデアについての意見 

 子  交
わ

 生
活 

 移
動 

 み  高
い 

 歴
史 

支え合いつながるまち 
・ふるさととして感じられる場所。／自然があるだけ

でなく、自然プラスαがあるまち。 

・高齢者が生活しやすいまち／子供たちが元気にそだ

つまち 

・地域との最低限のつながりがある、移動手段が確保

されているまち 

車に頼らなくても暮らせるまち・車も利用しやすいまち＋ 
・交通利便性がよいまち。 

・コミュニティバスで隣町への移動がしやすいまち。 

・歩行者が安全に楽しく歩ける道が整っている。 

・車利用者が生活しやすいように道路や駐車スペースを広くする。 

歩いて生活できるまち                    ＋ 
・自然を残しつつ徒歩圏内に買い物ができるお店を増やしてほしい。特に地区の東側。 

柿木の歴史とコミュニティを継承するまち＋ 
●公民館を町内すべての世代の交流の場とする。 

●柿木独自の歴史を継承する。伝承する場をつくる。 

・歴史・文化を継承していける人材が育つまち。 

●住民が１つになれるお祭りがあるまちにする。 

地区のシンボルを育てる        ＋ 
・葛西用水を青柳地区のシンボルとして大事に育てる。 

安全な道路・便利な公共交通       ＋ 
・道路を抜本的に見直し、大幅な改修をする。 

・中川を利用した水上の交通網を整備できると楽しい。 

・バスルートが市外の施設とつながると良い。 

買い物・通勤・通学・の交通利便性が良いまち ＋ 
・パリポリくんバスのレイクタウン駅への延伸・増設。 

・日常的に徒歩圏内で買い物、飲食ができるまちにする。 

最先端技術を利用した交通環境の整備        ＋ 
・横断者注意喚起灯を横断歩道に設置したい。 

・現状ある限られたインフラの活用方法を提案し、効果的に整備していきたい。 

・脱炭素を進めるために、シェアリングやＥＶを推進していきたい。 

・八条用水路沿いで、モビリティや自動運転バスの実証実験をしたい。 

③歴史・文化  ①移動・交通・歩行空間  ②みどり・景観  

緑地の環境を保っていく      ＋ 
・きれいな葛西用水を復活させる。 

●葛西用水をきれいなまま保存していく。 

 生
活 

自然・資源を活かすまち      ＋ 
・そうか公園、昆虫と遊べる公園をいかす。 

●葛西用水で川遊びができるようにする。 

・自然豊かで釣りや水辺でのふれあいができるまち。 

・アクセスがしやすく身近に豊かな自然があるまち。 

・稲刈りや野菜作りなど、長期スパンで体験ができる 

場があるまち。 

 交
わ

 生
活 

 歴
史 

 交
わ

 子 

 み 

 生
活 

今ある資源を活用しながら、さらに住みやすいまちへ            ＋ 
●草加せんべいをアピールして地域を活性化する。 

●空き家を活用し、コミュニティの改善に役立てる。活用策は地元に任せる。 

・買い物が不便なエリアをカバーするために、移動スーパーがあると良い。 

・地域のなかに本屋さんがあると良い。／みんなが集まる川柳文化センターがもっときれいな建物になると良い。 

 生
活 

 交
わ

 み 

行政が身近なまち                      ＋ 
・高年者向けに川柳文化センター等に市の支所を置くなど、行政機能を利用しやすくする。 

④生活環境  

 交
わ

 高
い 

 若 
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人口減をくいとめるコミュニティづくり             ＋ 
・子どもの人口が増えるまち。／子どもたち向けにビオトープ等の公園をつくる。 

●「作育」に取り組む。専用の田んぼ、畑でサツマイモ他の野菜づくりの長期コース体験、種まきから

刈り取りまでの稲作体験など。 

●既存宅地の開発制度（規制）を見直す。 

子どもが育ちやすいまち             ＋ 
・学校の授業以外の課外活動をすることに寛容であってほしい。 

・青少年の育ちにもっとゆとりがあるとよい。 

子ども連れで利用しやすいお店や施設            ＋ 
●空き家・空き店舗をリノベーションして子連れで利用しやすいカフェを開く。 

●空き家を利用して誰でも利用できる宿泊施設を作る。 

子どもが自然と触れ合える環境              ＋ 
●葛西用水路で子ども達がザリガニや魚つりができるようになると良い。 

・子どもが自然の生物等と触れ合える環境で、交流の場を作れるようにしていきたい。 

⑤子ども・子育て 

若い人が楽しめるまち              ＋ 
●市をあげて、そうか公園をイルミネーションで彩る。 

・人が気軽に集まれる空間をつくる。 

・カフェなど若い人に人気のあるお店を増やす。 

●そうか公園に野外フェスなどのイベントを誘致する。 

・そうか公園付近に道の駅やオシャレな商店街をつくる。 

様々な属性の人たちが集い、交流しあえる場所がある         ＋ 
・学生たちが将来住みたいと思うような、魅力あるまちにしたい。 

・子どもたちが地域に馴染み、将来もそばに住んでいてほしい。 

・人と人とのつながりが続く。／人的交流の場が無くならないようにしたい。 

・音楽など、個性や特技が活かせるまちにしたい。 

・地域での付き合いが濃くなることで、寂しさを感じる高年者がいなくなるとよい。 

・そうか公園以外にも交流の場が増えると良い。 

⑧交流・にぎわいづくり・活性化  

子どもが遊びやすい環境・利用しやすい公園  ＋ 
●公園の再整備として、駐車場と子どもの遊び場を検討すべき。 

交流したり集える場所がある拠点があるまち             ＋ 
●ママ友、地元の人が集まる＋地域や生活の情報を得られる場所。／八幡町の「シェアアトリエつなぐ

ば」のようにつながりや交流ができる場があるとよい。 

●そうか公園、温水プールなど、拠点となる施設を活かす。そうか公園をもっと多世代交流の場に。 

交流の機会があるまち  
・公開講座、行事などを充実させる。 

●様々な年代の人と交流できる機会が、地域の学校で開催されるとよい。 

 み  移
動 

 交
わ

 み  交
わ

⑥若者 
地域で連携して子ども食堂                     ＋ 
●町会のみなさんと協力して、草加あおはる食堂を開催したい。他の団体さんともいろいろとコラボレ

ーションしてみたい。  交
わ

 子 

 子 

支え合いつながるまち           ＋ 
・ふるさととして感じられる場所にしたい。 

・自然があるだけでなく、自然プラスαがあるまち。 

・高年者が生活しやすいまち。／子どもたちが元気に育つまち。 

・地域との最低限のつながりがある、移動手段が確保されているまち。 

⑦高年者 

 み  交
わ

 子 

 子  み 

町会活動の魅力や必要性の理解 
●町会では、子どもの見守りや防災対策など重要な役割を担っているため、そういった点を発信し、必

要性や魅力を地域に理解してもらえると良い。 

それぞれが知り合いなまち 
●防災・災害に関わる団体が、それ以外の分野の組織とコラボするなど、異分野の組織とコラボするイ

ベントを開催する。 

・住民が各種団体に理解があり、協力的である。 

 若  若 


